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▲お話＆工作会の会場に展示予定の昆虫標本（部分／左：チョウ［石垣島］　右：カミキリムシ［八景山］）
　当日の会場には講師の松田さんが永年にわたって採集した国内外の貴重な昆虫標本を展示します
　身近な昆虫から図鑑でしかお目にかかれない海外の希少種まで「見るだけで楽しい」会にしたい考えです

　
故
中
尾
廣
治
氏
は
「
綴
り
方
（
作

文
）」教
育
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
願
っ
た
京
築
地
域
の
一
小
学
校

教
師
で
す
。そ
の
活
動
成
果
は
、同
教

育
に
関
す
る
豊
富
な
実
践
や
著
作
、こ

と
に
旧
犀
川
町
立
鐙
畑
小
に
お
け
る

「
広
島
の
語
り
部
・福
田
安
次
さ
ん
と

の
交
流
」、同
（
現
み
や
こ
町
立
）犀
川

小
へ
の
「
被
爆
エ
ノ
キ
」の
記
念
植
樹

等
と
し
て
結
実
し
、今
な
お
そ
の
事
績

や
人
柄
が
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
氏
は
実
践
対
象
の
子
ど
も

た
ち
に
そ
の
姿
を
重
ね
た
の
か
、愛
嬌

あ
る
妖
怪
と
し
て
知
ら
れ
る
「
河
童
」

の
コ
レ
ク
タ
ー
で
、様
々
な
素
材
の
河

童
の
人
形
や
工
芸
品
・書
籍
等
の
資

料
を
800
点
近
く
収
集
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
昨
年
当
館
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
が
、見
る
も
の
を「
ほ
っ
こ
り
」さ

せ
る
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
資
料
で
す
。

　
こ
の
た
び
そ
の
一
部
を
、氏
が
生
涯

取
り
組
ん
だ
綴
り
方
教
育
の
資
料
と

と
も
に
ご
紹
介
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。子
ど
も
と
地
域
と
平
和
を
愛
し

た
綴
り
方
教
師
の
心
温
ま
る
遺
産
を

ご
覧
下
さ
い
。

●
主
な
展
示
資
料

 

・ 

や
き
も
の
系
河
童
人
形

 

・ 

工
芸
品（
徳
利
・団
扇
・暖
簾
な
ど
）

 

・ 

綴
り
方
資
料（
日
誌
・書
簡
な
ど
）

●
観
覧
料
　
　
無
料
（
常
設
展
の
観
覧

　
に
つ
い
て
は
有
料
で
す
）　

●
開
館
時
間
　
９
時
30
分
〜
17
時
00
分

●
休
館
日
　
　
月
曜
・祝
日
の
翌
日

　
博
物
館
で
は
「
夏
休
み
は
色
ん
な
学
び
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」す
る
体
験
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。今
年
は
昆
虫
を
テ
ー
マ
に
標
本
観
察

＆
ミ
ニ
工
作
教
室
を
開
催
し
ま
す
。ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
！

日
　
時　
８
月
21
日（
日
）

　
＊
受
付　
９
時
30
分
〜

　
＊
教
室　
10
時
〜
11
時
30
分（
予
定
）

場
　
所　
博
物
館
研
修
室

内
　
容
　
①
講
話
＆
ミ
ニ
ク
ラ
フ
ト
制
作

　
　
　
　
②
講
師　
松
田
勝
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
採
集
歴
60
年
超
の
講
師
に
よ
る

　
　
　
　
　
標
本
解
説
と
面
白
昆
虫
話
な
ど

参
加
費　
２
０
０
円（
一
人
に
つ
き
）

対
象
者　
み
や
こ
町
内
の
小
学
生

定
　
員　
先
着
25
名（
保
護
者
含
む
）

注
意
事
項

※

申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
窓
口
で
受
け
付

　
け
て
い
ま
す
。

※

１
〜
３
年
生
は
保
護
者
の
同
伴（
原
則
１
名
）

　

が
必
要
で
す
。

※
託
児
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う

　

情
勢
変
化
が
あ
っ
た
場
合
、中
止
を
含
め
て

　
内
容
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

①
夏
の
企
画
展　
折
り
鶴
が
運
ん
だ「
平
和
の
木
」植
樹
25
周
年
記
念
企
画

ー
中
尾
廣
治
資
料「
河
童
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」と
戦
後「
綴
り
方
教
育
」の一断
面
ー

綴
り
方
教
師
が
愛
し
た「
河
童（
か
っ
ぱ
）た
ち
」展

綴
り
方
教
師
が
愛
し
た「
河
童（
か
っ
ぱ
）た
ち
」展

会
期
：
８
月
２
日（
火
）〜
９
月
18
日（
日
）

会
期
：
８
月
２
日（
火
）〜
９
月
18
日（
日
）

▲河童土鈴（水天宮みやげ）

▲河童関連資料（版画・絵本等）と綴り方教育資料 ▲やきもの系河童人形（手捻り作品）

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

8
月
の
歴
史
講
座

令
和
４
年
度 

夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室

「
昆
虫
博
士
の
お
話
＆
工
作
会
」の
お
知
ら
せ

文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
豊
み
隊
！
）

８
月
の
活
動
案
内

　
８
月
か
ら
ガ
イ
ド
編
登
録
者
向
け
の

研
修
を
以
下
要
領
で
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。ガ
イ
ド
は
苦
手
で
も
関
心
あ
る

と
い
う
方
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

 

・ 

日
時 : 

８
月
７
日（
日
）10
時
〜

 

・ 

場
所 

： 

博
物
館
研
修
室

 

・ 

備
考 

①
講
話「
み
や
こ
町
の
歴
史
」

　

        

②
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
時
は
中
止
を
含
め  

                 

内
容
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

 

③
新
規
参
加
も
歓
迎
・
可
能
で
す
。

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

８
月
６
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

８
月
６
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

８
月
20
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

８
月
27
日
（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

　夏休みの思い出
づくりにいかがです
か？お申込みお待ち
しています‼

博物館休館日カレンダー
2022年 8月

休館日※情報はR4.7.19現在
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日　月　火　水　木　金　土

な
か
　
お
　
ひ
ろ
は
る
（1928

〜1991

）
つ
づ

ふ
く
　だ
　
や
す
　
じ

か
た
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

折
り
鶴
が
運
ん
だ
平
和
の
木150

て
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
エ
ノ
キ
が
小

学
校
に
植
樹
さ
れ
た
経
緯
と
心

温
ま
る
交
流
の
歴
史
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

折
り
鶴
が
運
ん
だ
「
平
和
の
交
流
」

　
今
か
ら
39
年
前
の
昭
和
58
年
（
１

９
８
３
）
５
月
、
福
田
安
次
氏
は
広

島
の
平
和
公
園
に
あ
る
「
嵐
の
中
の

母
子
像
」
に
捧
げ
ら
れ
て
い
た
一
つ

の
千
羽
鶴
と
添
え
ら
れ
た
リ
ボ
ン
に

記
さ
れ
た
「
福
岡
県
京
都
郡
犀
川
町

鐙
畑
小
学
校
」
と
い
う
学
校
名
に
目

を
留
め
ま
し
た
。
早
速
、福
田
氏
は「
修

学
旅
行
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
手
紙
を
当
時
の
鐙
畑
小
学
校

の
児
童
に
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

鐙
畑
小
学
校
か
ら
手
紙
が
届
き
、
被

爆
地
を
訪
問
し
た
５
，
６
年
生
７
名

の
児
童
の
感
想
と
共
に
「
お
手
紙
を

い
た
だ
い
て
鶴
が
舞
い
戻
っ
た
よ
う

な
感
激
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
担

当
教
諭
、
中
尾
廣
治
氏
の
お
礼
状
も

同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
福
田
氏
は

心
か
ら
感
激
し
、
毎
月
２
冊
の
児
童

書
を
鐙
畑
小
学
校
に
贈
り
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
取
っ
た
児
童
は
「
福
田
文

庫
」
と
名
付
け
て
本
に
親
し
み
、
そ

の
返
礼
と
し
て
感
想
文
と
共
に
学
校

付
近
で
採
れ
た
栗
や
梅
を
贈
り
、
昭

和
60
年
（
１
９
８
５
）
に
は
福
田
氏

を
卒
業
式
に
招
待
す
る
な
ど
心
温
ま

る
交
流
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
平
和

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
中
尾
氏
は
、

福
田
氏
に
「
子
ど
も
達
に
あ
の
日
の

惨
状
を
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し

ま
し
た
。
修
学
旅
行
で
広
島
訪
問
が

実
現
し
た
際
、
鐙
畑
小
学
校
の
児
童

を
出
迎
え
た
福
田
氏
は
被
爆
体
験
を

話
し
、
爆
心
地
か
ら
約
１
ｋ
ｍ
で
被

爆
し
た
樹
齢
３
０
０
年
の
エ
ノ
キ
を

案
内
し
ま
し
た
。
幹
に
爆
風
で
で
き

た
大
き
な
裂
け
目
が
み
ら
れ
る
な
ど

枯
死
寸
前
の
こ
の
エ
ノ
キ
に
児
童
が

千
羽
鶴
を
手
向
け
ま
し
た
。
自
ら
の

体
験
を
真
剣
に
聴
講
す
る
児
童
の
姿

勢
や
送
ら
れ
た
感
想
文
は
そ
の
後
「
語

り
部
」
と
し
て
の
福
田
氏
の
心
の
支

え
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
芸
能
の
継
承
に
も
尽
力

　
毎
年
４
月
に
黒
田
神
社
（
み
や
こ

町
勝
山
黒
田
）
で
奉
納
さ
れ
る
「
黒

田
楽
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
等
に
よ
り
本
年
で
３

年
間
奉
納
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
黒
田
楽
は
今
か
ら
50
年
前
の
昭
和

47
年
（
１
９
７
２
）
４
月
に
も
一
度

中
断
し
て
い
ま
す
。
当
時
黒
田
小
学

校
に
赴
任
し
て
い
た
中
尾
廣
治
氏
は

こ
の
状
況
を
み
て
「
地
域
に
伝
え
ら

れ
た
伝
統
芸
能
を
絶
や
し
て
は
い
け

な
い
」
と
声
を
上
げ
、
勝
山
町
商
工

会
（
当
時
）
青
年
部
協
力
の
も
と
、

黒
田
楽
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
気

運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
過
去
に
楽
を

奉
納
し
た
人
々
な
ど
に
聞
き
取
り
を

行
い
ま
し
た
が
、
一
度
途
絶
え
た
楽

の
復
活
は
想
像
以
上
に
困
難
を
極
め

ま
し
た
。
地
域
の
人
々
の
協
力
で
何

回
も
修
正
を
加
え
な
が
ら
７
年
を
隔

て
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）
４
月
に

見
事
、
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

黒
田
楽
は
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

平
成
８
年
（
１
９
９
６
）
に
は
３
０

０
年
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。「
黒

田
楽
保
存
会
」
の
関
係
者
は
「
中
尾

氏
の
呼
び
か
け
が
な
け
れ
ば
黒
田
楽

は
永
久
に
途
絶
え
て
い
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
中
尾
氏
が
鐙
畑
小
学
校
赴
任
中

に
は
福
田
氏
を
「
鐙
畑
神
楽
」
の
奉

納
に
招
待
し
て
お
り
、
地
域
の
児
童

や
伝
統
芸
能
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
中

尾
氏
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
両

地
域
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
交
流
と
エ
ノ
キ
の
植
樹

　

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
中
尾
氏

は
病
に
よ
り
入
院
し
ま
す
。
福
田
氏
は
、

励
ま
し
の
絵
葉
書
を
一
日
一
枚
書
い

て
送
り
、
そ
の
数
は
最
終
的
に
１
０

４
０
枚
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
３
年

（
１
９
９
１
）
中
尾
氏
が
書
い
た
手
紙

が
福
田
氏
に
届
い
た
の
を
最
後
に
中

尾
廣
治
氏
は
63
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま

し
た
。
福
田
氏
と
の
交
流
を
続
け
た

鐙
畑
小
学
校
は
、
児
童
数
減
少
に
伴

い
平
成
10
年
（
１
９
９
８
）
３
月
に

閉
校
し
ま
し
た
。
福
田
氏
は
「
こ
れ

ま
で
の
交
流
の
思
い
を
託
し
た
い
。

新
し
い
学
校
で
も
平
和
の
祈
り
を
芽

吹
か
せ
て
。」
と
鐙
畑
校
区
か
ら
一
人

だ
け
通
う
こ
と
に
な
っ
た
犀
川
小
学

校
に
「
被
爆
エ
ノ
キ
２
世
」
を
寄
贈
し
、

25
年
前
の
12
月
、
児
童
に
よ
っ
て
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
の
語
り
部

　
本
年
２
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
軍
事

侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
は
、
戦
況
の
泥
沼

化
に
伴
い
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。
ま
た
原
子
力
発
電
所
を

攻
撃
す
る
状
況
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
、
最
も
核
兵
器
使

用
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
現
在
、
そ
の

脅
威
を
実
体
験
し
た
被
爆
者
の
体
験

談
は
、
核
兵
器
の
使
用
を
踏
み
止
め

さ
せ
る
、
最
も
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
が
も
た

ら
す
惨
状
を
未
来
に
伝
え
る
こ
と
を

使
命
と
し
た
福
田
氏
で
す
が
、
そ
の

思
い
を
託
さ
れ
た
被
爆
エ
ノ
キ
も
ま

た
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
「
生
き
証

人
」
と
い
え
ま
す
。
平
和
教
育
に
努

め
た
中
尾
氏
と
の
か
け
が
え
の
な
い

「
平
和
の
交
流
」
の
歴
史
は
、
こ
の
被

爆
エ
ノ
キ
を
通
し
て
今
後
も
末
永
く

伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
井
上
信
隆
）

犀
川
小
学
校
の
「
被
爆
エ
ノ
キ
２
世
」

　
本
年
の
８
月
で
広
島
、
長
崎
に
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
77
年
目
の
夏
を

迎
え
ま
す
。
毎
年
、
こ
の
時
期
に
は

各
学
校
等
で
核
兵
器
の
脅
威
を
伝
え
、

平
和
の
尊
さ
を
再
認
識
す
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

犀
川
小
学
校
の
一
角
に
、
高
さ
10

ｍ
ほ
ど
に
成
長
し
た
エ
ノ
キ
の
木
が

あ
り
ま
す
。
学
校
の
風
景
に
溶
け
込

ん
で
い
る
こ
の
エ
ノ
キ
の
木
は
、
今

か
ら
77
年
前
の
８
月
６
日
に
広
島
に

投
下
さ
れ
た
原
爆
で
被
爆
し
た
エ
ノ

キ
の
木
の
２
世
で
す
。
広
島
県
を
除

き
「
被
爆
エ
ノ
キ
２
世
」
が
所
在
す

る
の
は
全
国
で
も
10
か
所
ほ
ど
に
止

ま
り
ま
す
。
犀
川
小
学
校
を
含
め
た

こ
れ
ら
の
「
平
和
の
木
」
は
、
原
爆

の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
込
め
被
爆
エ
ノ
キ
の

苗
木
を
学
校
に
贈
る
活
動
を
続
け
た

広
島
の
「
語
り
部
」
福
田
安
次
氏
（
２

０
１
５
年
に
91
歳
で
死
去
）
に
よ
っ

犀川小学校の被爆エノキ２世

中尾廣治氏
(みやこ町犀川出身）

過去の「黒田楽」奉納状況

き
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う
い
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み
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さ

こ　

し
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だ

こ
ん
な
ん

へ
だ

の

は
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に
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さ
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ょ
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さ
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